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下門　大祐
ｼﾓｼﾞﾖｳ ﾀﾞｲｽ
ｹ

神経科学一般
球脊髄性筋萎縮症特異的iPS細
胞を用いた病態解析

慶應義塾大学
医学研究科・教授・
岡野　栄之

津田　諭志 ﾂﾀﾞ ｻﾄｼ スポーツ科学
コーヒー由来生理活性物質によ
る運動時の骨格筋代謝活性化

京都大学
人間・環境学研究
科・教授・林　達也

柿田　浩輔 ｶｷﾀ ｺｳｽｹ 化学系薬学
含リン脱離基法を機軸とするシ
アル酸含有複合糖鎖の立体選
択的合成

北海道大学
生命科学院・准教
授・穴田　仁洋

大﨑　芳典 ｵｵｻｷ ﾖｼﾉﾘ 代謝学
スタチンでの横紋筋融解の発症
機構及び骨格筋における
HMGCoA還元酵素機能の解明

筑波大学
人間総合科学研究
科・教授・島野　仁

竹中　江里 ﾀｹﾅｶ ｴﾘ ウイルス学
サイトメガロウイルス感染症に
対する宿主応答における免疫受
容体の機能解明

筑波大学
人間総合科学研究
科・教授・渋谷　彰

浅見　拓哉 ｱｻﾞﾐ ﾀｸﾔ 実験動物学
転写因子Klf5による多能性幹細
胞の発生制御機構

筑波大学
人間総合科学研究
科・教授・高橋　智

永沼　達郎 ﾅｶﾞﾇﾏ ﾀﾂﾛｳ 生物系薬学
極長鎖脂肪酸産生制御機構の
解析

北海道大学
生命科学院・教授・
菅原　満

越田　隆介 ｺｼﾀﾞ ﾘﾕｳｽｹ 医化学一般
膵β細胞の成熟・機能維持にお
ける大Maf転写因子群の役割

筑波大学
人間総合科学研究
科・教授・高橋　智

金丸　和正 ｶﾈﾏﾙ ｶｽﾞﾏｻ
膠原病・ｱﾚﾙ
ｷﾞｰ内科学

肥満細胞に特異的に発現する
抑制性受容体の機能解析

筑波大学
人間総合科学研究
科・教授・渋谷　彰

長谷川　恵美 ﾊｾｶﾞﾜ ｴﾐ 神経科学一般
オレキシン神経の直接の下流で
睡眠・覚醒を制御する神経回路
の同定・解析

金沢大学
医薬保健研究域医
学系・教授・櫻井　武

福本　景太 ﾌｸﾓﾄ ｹｲﾀ
神経解剖学・
神経病理学

シナプス、セロトニン異常と自閉
症様行動との関連解析

広島大学
医歯薬保健学研究
院・教授・内匠　透

鈴木　紗織 ｽｽﾞｷ ｻｵﾘ 実験動物学
新規HCV/GBV-Bキメラウイル
スによる革新的C型肝炎霊長類
モデルの構築

京都大学
霊長類研究所・教
授・明里　宏文

田辺　章悟 ﾀﾅﾍﾞ ｼﾖｳｺﾞ 脳神経外科学
中枢神経損傷における神経系と
免疫系のクロストーク

大阪大学
医学系研究科・教
授・山下　俊英

当广　謙太郎 ﾄｳﾏ ｹﾝﾀﾛｳ ウイルス学
狂犬病ウイルスの伝播ダイナミ
クス及びワクチン戦略研究

東北大学
医学系研究科・教
授・押谷　仁
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末松　尚史 ｽｴﾏﾂ ﾅｵﾌﾐ 神経科学一般
初期視覚系神経回路における
刺激方位及び色情報の伝達と
統合

大阪大学
生命機能研究科・教
授・佐藤　宏道

外川　奈津子 ﾄｶﾞﾜ ﾅﾂｺ 生物系薬学
血小板におけるヌクレオチド蓄
積機構の解明

岡山大学
医歯薬学総合研究
科・教授・森山　芳則

坂口　了太 ｻｶｸﾞﾁ ﾘﾖｳﾀ 麻酔・蘇生学
Peroxiredoxinの催炎症機序の
解明と炎症制御に関する研究

慶應義塾大学
医学研究科・教授・
吉村　昭彦

大坂間　順規 ｵｵｻｶﾏ ｶｽﾞｷ 化学系薬学
アミンα位の活性化に基づく新
規有機合成反応の開発

熊本大学
生命科学研究部・教
授・中島　誠

岡本　将明 ｵｶﾓﾄ ﾏｻｱｷ 免疫学
遺伝子改変マウスを用いたウイ
ルス感染時の新規自然免疫機
構の解明

北海道大学
医学研究科・教授・
瀬谷　司

犬塚　義 ｲﾇﾂﾞｶ ﾀﾀﾞｼ 消化器内科学
B型肝炎の病態解明を目指した
新規モデルマウスの作成と免疫
/腫瘍学的解析

京都大学
医学研究科・教授・
千葉　勉

菅原　真純 ｽｶﾞﾜﾗ ﾏｽﾐ 化学系薬学
遷移金属触媒によるニトリルと
二酸化炭素ガスのカップリング
反応の開発

北海道大学
生命科学院・教授・
佐藤　美洋

中村　亜由美 ﾅｶﾑﾗ ｱﾕﾐ 臨床腫瘍学
老化細胞由来エクソソームの機
能解析

広島大学
医歯薬保健学研究
院・教授・田原　栄俊

三上　貴浩 ﾐｶﾐ ﾀｶﾋﾛ 医化学一般
低酸素下におけるヒトミトコンド
リアのコハク酸脱水素酵素複合
体の役割

東京大学
医学系研究科・教
授・栗原　裕基

三浦　由佳 ﾐｳﾗ ﾕｶ
地域・老年看
護学

不顕性誤嚥における超音波検
査法を用いたベッドサイドスク
リーニング方法の開発

東京大学
医学系研究科・教
授・真田　弘美

尾畑　佑樹 ｵﾊﾞﾀ ﾕｳｷ 免疫学
腸内共生菌によるエピゲノム修
飾を介した粘膜免疫制御メカニ
ズムの解明

千葉大学
医学研究院・客員教
授・大野　博司

市木　貴子 ｲﾁｷ ﾀｶｺ 医化学一般
ロイコトリエンB4受容体BLT1が
規定する新規樹状細胞サブセッ
トの機能解析

順天堂大学
医学研究科・教授・
横溝　岳彦

林﨑　浩史
ﾊﾔｼｻﾞｷ ｺｳ
ｼﾞ

免疫学
活性化リンパ球特異的細胞表
面分子CD69による免疫制御機
構の解明

千葉大学
医学研究院・教授・
中山　俊憲

長基　康人 ﾅｶﾞﾓﾄ ﾔｽﾋﾄ 生物系薬学
ヒトiPS細胞由来成熟肝細胞を
用いたキメラマウスの作出と新
規肝移植向上因子の同定

大阪大学
薬学研究科・教授・
水口　裕之
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渡　健治 ﾜﾀﾘ ｹﾝｼﾞ 生物系薬学
心臓の病態時におけるpH感知
性Gタンパク質共役型受容体の
機能解析

九州大学
薬学府・教授・黒瀬
等

磯下　理恵子 ｲｿｼﾀ ﾘｴｺ 腫瘍生物学 乳癌幹細胞の静止期維持機構 九州大学
医学系学府・教授・
中山　敬一

子安　翔 ｺﾔｽ ｼﾖｳ 放射線科学
光イメージング・低酸素PET・灌
流CTの融合画像による腫瘍内
低酸素状態の動態解析

京都大学
医学研究科・教授・
富樫　かおり

竹内　裕紀 ﾀｹｳﾁ ﾋﾛﾉﾘ 化学系薬学
配糖体天然物の触媒的位置選
択的全合成と糖類の位置選択
的グリコシル化法の開発

京都大学
化学研究所・教授・
川端　猛夫

舟崎　慎太郎
ﾌﾅｻｷ ｼﾝﾀﾛ
ｳ

免疫学
リン酸化定量プロテオミクスによ
るT細胞の正負選択機構の解明

九州大学
医学系学府・教授・
中山　敬一

曽宮　正晴 ｿﾐﾔ ﾏｻﾊﾙ
ナノ材料・ナノ
バイオサイエ
ンス

細胞内動態を制御した効率的な
B型肝炎ウイルス由来薬剤送達
ナノキャリアの開発

名古屋大学
生命農学研究科・教
授・黒田　俊一

澁谷　亮三 ｼﾌﾞﾔ ﾘﾖｳｿﾞｳ 化学系薬学
新規触媒開発を基軸とする環境
調和型アリル化合物合成法の
開発とその応用

九州大学
薬学府・教授・大嶋
孝志

冨田　恭子 ﾄﾐﾀ ｷﾖｳｺ 医療系薬学
アデノウイルスベクターによる免
疫寛容誘導法の確立と食物ア
レルギー治療への応用

大阪大学
薬学研究科・教授・
水口　裕之

森田　薫 ﾓﾘﾀ ｶｵﾙ
膠原病・ｱﾚﾙ
ｷﾞｰ内科学

CD4陽性CD25陰性LAG3陽性
制御性T細胞による抗体産生制
御機構の解明

東京大学
医学系研究科・教
授・山本　一彦

藤川　晃一 ﾌｼﾞｶﾜ ｺｳｲﾁ
神経化学・神
経薬理学

ミトコンドリアを介するグルタミン
酸神経毒性

金沢大学
医薬保健研究域薬
学系・教授・米田　幸
雄

山﨑　智拡 ﾔﾏｻﾞｷ ﾄﾓﾋﾛ 病態検査学
混合感染が病原性クラミジアの
細胞修飾機構に与える影響とそ
の分子基盤の解明

北海道大学
保健科学院・教授・
山口　博之

松岡　悠太 ﾏﾂｵｶ ﾕｳﾀ 物理系薬学
脂質・タンパク質ラジカルの選択
的検出・同定手法の開発

九州大学
薬学府・准教授・山
田　健一

小野　秀明 ｵﾉ ﾋﾃﾞｱｷ 脳神経外科学
ラット脳白質障害の多角的検討
-脳白質障害病態解明・治療法
開発へ向けて-

東京大学
医学系研究科・教
授・斎藤　延人

清水　悠平 ｼﾐｽﾞ ﾕｳﾍｲ 化学系薬学
触媒的アミド結合切断反応の開
発

九州大学
薬学府・教授・大嶋
孝志
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岡村　秀紀 ｵｶﾑﾗ ﾋﾃﾞﾉﾘ 化学系薬学
3本鎖形成配列を拡張可能な新
規人工ヌクレオシドの創製

九州大学
薬学府・教授・佐々
木　茂貴

喜多　泰之 ｷﾀ ﾔｽﾕｷ 医化学一般
クロマチンリモデリング因子CHD
の包括的な機能解析

九州大学
医学系学府・教授・
中山　敬一

岩田　周介 ｲﾜﾀ ｼﾕｳｽｹ
機能系基礎歯
科学

アンギオテンシンⅡの味覚修飾
における分子基盤の解明

九州大学
歯学府・教授・二ノ宮
祐三

海原　浩辰 ｳﾐﾊﾗ ﾋﾛﾀﾂ 化学系薬学
エリスリナアルカロイドの合成研
究

東京大学
薬学系研究科・教
授・井上　将行

有吉　哲郎 ｱﾘﾖｼ ﾃﾂﾛｳ 薬理学一般
脳スライス標本でのグルタミン
酸可視化による単一シナプスの
短期可塑性評価技術の開発

東京大学
医学系研究科・教
授・廣瀬　謙造

林　祐也 ﾊﾔｼ ﾕｳﾔ 物理系薬学
新規キャリアによる肝臓特異的
遺伝子・核酸医薬デリバリー

熊本大学
薬学教育部・教授・
有馬　英俊

森屋　由紀 ﾓﾘﾔ ﾕｷ
神経化学・神
経薬理学

依存性薬物の作用機序におけ
るセロトニン神経伝達の機能解
析

東北大学
医学系研究科・教
授・松岡　洋夫

太田　岳 ｵｵﾀ ﾀｹﾙ
機能系基礎歯
科学

歯周組織のメカニカルストレス
応答機構に関する系統的研究

東北大学
歯学研究科・教授・
若森　実

肱岡　雅宣 ﾋｼﾞｵｶ ﾏｻﾉﾘ 生物系薬学
神経保護・軸索保護に基づく新
規脳内出血治療薬創出に関す
る研究

熊本大学
生命科学研究部・教
授・香月　博志

原　雄大 ﾊﾗ ﾕｳﾀ 生物系薬学
胎仔期バルプロ酸曝露によるマ
ウス自閉症様精神障害発現の
分子基盤解析

大阪大学
薬学研究科・教授・
松田　敏夫

前田　優子 ﾏｴﾀﾞ ﾕｳｺ 応用薬理学
胎仔期母体擬似ウイルス感染
による精神異常行動発現に関
わる分子基盤の解明

大阪大学
薬学研究科・教授・
松田　敏夫

志村　大輔 ｼﾑﾗ ﾀﾞｲｽｹ 小児科学
心房形態形成機序および発生
段階における心筋代謝様式の
解明

早稲田大学
理工学術院・教授・
合田　亘人

庵原　亜貴子 ｲﾊﾗ ｱｷｺ
環境生理学
（含体力医学・
栄養生理学）

寿命制御におけるコレステロー
ルの役割の解明

京都大学
生命科学研究科・教
授・西田　栄介

森川　真夏 ﾓﾘｶﾜ ﾏﾅﾂ
解剖学一般
（含組織学・発
生学）

単粒子法を応用した分子モー
ターキネシン・微小管複合体の
クライオ電子顕微鏡構造解析

東京大学
医学系研究科・特任
教授・廣川　信隆
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中村　祥子 ﾅｶﾑﾗ ｼﾖｳｺ ウイルス学
ムチン型糖鎖転移酵素GALNT3
によるインフルエンザウイルス
増殖制御機構の解明

京都大学
ウイルス研究所・教
授・朝長　啓造

津久井　達哉 ﾂｸｲ ﾀﾂﾔ 実験病理学
肺線維症モデルを用いた線維
化の分子・細胞基盤の研究

東京大学
医学系研究科・教
授・松島　綱治

髙橋　秀樹 ﾀｶﾊｼ ﾋﾃﾞｷ
医用生体工
学・生体材料
学

ワクチンハザードの克服を目指
した新規経皮ナノキャリアの設
計

大阪大学
薬学研究科・教授・
堤　康央

三里　一貴 ﾐｻﾄ ｶｽﾞｷ 食生活学
安全な食品ナノマテリアルの創
製に資するナノ安全科学研究

大阪大学
薬学研究科・教授・
堤　康央

梶保　祐子 ｶｼﾞﾎ ﾕｳｺ 小児科学
蛋白尿発症に関わる腎上皮細
胞の運動能の解析

東京大学
医学系研究科・教
授・岡　明

更級　葉菜 ｻﾗｼﾅ ﾊﾅ 薬理学一般
免疫性核酸/蛋白複合体を制御
する蛋白の同定

東京大学
医学系研究科・特任
教授・谷口　維紹

山崎　翔 ﾔﾏｻﾞｷ ｼﾖｳ 血液内科学
AML白血病幹細胞分画におけ
るnoncoding RNAの発現異常や
変異の同定

東京大学
医学系研究科・教
授・黒川　峰夫

田良島　典子 ﾀﾗｼﾏ ﾉﾘｺ 創薬化学
インテリジェントshRNA発現デバ
イス(iRed)の構築とRNAi創薬展
開

徳島大学
ヘルスバイオサイエ
ンス研究部・教授・南
川　典昭

鈴木　麻友 ｽｽﾞｷ ﾏﾕ 医化学一般
Ras-ERK経路制御系の幹細胞
および細胞老化における意義の
解明

慶應義塾大学
医学研究科・教授・
吉村　昭彦

柏木　一公 ｶｼﾜｷﾞ ｲﾂｺｳ 免疫学
Smad2欠損による抑制性樹状細
胞の作成とその寛容誘導機構
の解明

慶應義塾大学
医学研究科・教授・
吉村　昭彦

武山　和弘 ﾀｹﾔﾏ ｶｽﾞﾋﾛ
機能系基礎歯
科学

メダカを用いたin vivoイメージン
グ技術を基盤とした骨折修復メ
カニズムの解析

東京工業大学
生命理工学研究科・
教授・工藤　明

傳田　将也 ﾃﾞﾝﾀﾞ ﾏｻﾔ 創薬化学
タンパク質機能解明を指向した
新規タンパク質選択的ラベル化
法の開拓

徳島大学
ヘルスバイオサイエ
ンス研究部・教授・大
高　章

藤田　光 ﾌｼﾞﾀ ﾋｶﾙ 化学系薬学
新規酸触媒トリアジン型アルキ
ル化剤の開発

金沢大学
医薬保健研究域薬
学系・教授・国嶋　崇
隆

本郷　裕美 ﾎﾝｺﾞｳ ﾋﾛﾐ
形態系基礎歯
科学

骨細胞の基質ミネラル調節に対
するFGF23-klothoシグナルの関
与

北海道大学
歯学研究科・教授・
網塚　憲生
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串田　陽 ｸｼﾀﾞ ﾖｳ 化学系薬学
熱的ヒステリシスを示すキラル
合成二重ラセン分子の開発と熱
応答物質機能の構築

東北大学
薬学研究科・教授・
山口　雅彦

直江　紗織 ﾅｵｴ ｻｵﾘ 化学系薬学
反応活性基の構築を含む多連
続反応を用いた高度縮環型化
合物の合成と創薬展開

京都大学
薬学研究科・准教
授・大野　浩章

岡崎　宏亮 ｵｶｻﾞｷ ｺｳｽｹ 医化学一般
エピゲノムを制御する転写装置
付随タンパク質群の同定と解析

島根大学
医学部・教授・浦野
健

保坂　実樹 ﾎｻｶ ﾐｷ 医療系薬学
胎生期から成人にわたる医療
薬学的視点からの生活習慣病
予防に対するアプローチ

東北大学
薬学研究科・教授・
今井　潤

田中　愛 ﾀﾅｶ ﾒｸﾞﾑ 病態医化学
アドレノメデュリン-RAMP2シス
テムの病的血管新生における
意義の解明

信州大学
医学系研究科・教
授・新藤　隆行

乘本　裕明 ﾉﾘﾓﾄ ﾋﾛｱｷ 神経科学一般
多ニューロン画像法を用いた記
憶の獲得・固定メカニズムの解
明

東京大学
薬学系研究科・准教
授・池谷　裕二

中村　貴大 ﾅｶﾑﾗ ﾀｶﾋﾛ
ケミカルバイオ
ロジー

グアニン四重鎖リガンドのがん
幹細胞に対する作用機序解明
と抗がん剤への展開

東京農工大学
工学府・教授・長澤
和夫

小穴　康介 ｵｱﾅ ｺｳｽｹ 神経内科学
筋強直性ジストロフィーの治療
及び発症機構の解明

東京大学
総合文化研究科・教
授・石浦　章一

宮下　惇嗣 ﾐﾔｼﾀ ｱﾂｼ 生物系薬学
カイコO157感染モデルを用いた
宿主病原体相互作用の解明と
新たな治療戦略の提案

東京大学
薬学系研究科・教
授・関水　和久

奥　彰彦 ｵｸ ｱｷﾋｺ 化学系薬学
分解制御可能な人工ポリユビキ
チンの創製と細胞内機能解明

京都大学
化学研究所・教授・
二木　史朗

福光　由起 ﾌｸﾐﾂ ﾕｷ 環境系薬学
雌蚊の宿主探索行動制御によ
る蚊媒介性ウイルス感染症の
予防

福岡大学
薬学研究科・教授・
見明　史雄

川崎　真希理 ｶﾜｻｷ ﾏｷﾘ 整形外科学
骨・軟骨形成における、一次繊
毛関連蛋白BBS3の分子機能解
析

東京医科歯科
大学

医歯学総合研究科・
教授・野田　政樹

鈴木　雅代 ｽｽﾞｷ ﾏｻﾖ
放射線・化学
物質影響科学

グアニン酸化損傷から生じる点
突然変異の回避機構の解明

徳島文理大学
香川薬学研究科・教
授・宮澤　宏

竹重　勇哉 ﾀｹｼｹﾞ ﾕｳﾔ 生物分子科学
海綿由来メタゲノムライブラリを
用いた有用活性物質、生合成
遺伝子の単離・探索

東京大学
薬学系研究科・教
授・阿部　郁朗
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岩木　慎平 ｲﾜｷ ｼﾝﾍﾟｲ 物理系薬学
動脈硬化の早期診断を目指し
たMRIセンサー分子の論理的開
発

東京大学
薬学系研究科・准教
授・花岡　健二郎

三木　祥治 ﾐｷ ｼﾖｳｼﾞ 消化器内科学
IRF3によるIL-33遺伝子発現誘
導の腸炎における役割

東京大学
医学系研究科・特任
教授・谷口　維紹

熱海　悠子 ｱﾂﾐ ﾕｳｺ 発がん
マイクロサテライト不安定性の
誘導機構の解明

北里大学
理学部・教授・高松
信彦

圓谷　奈保美 ﾂﾌﾞﾗﾔ ﾅｵﾐ
ケミカルバイオ
ロジー

ALSの発症機構解明と治療に向
けたSOD1-Derlin-1結合阻害化
合物の探索

東京大学
薬学系研究科・教
授・一條　秀憲

山口　奈美子 ﾔﾏｸﾞﾁ ﾅﾐｺ 医化学一般
ALSにおける変異型SOD1に共
通の構造変化に着目した新規
治療薬の基盤開発

東京大学
薬学系研究科・教
授・一條　秀憲

鈴木　雄大 ｽｽﾞｷ ﾕｳﾀﾞｲ 化学系薬学
脱カルボニル化を介する新規触
媒的炭素-炭素結合形成反応開
発による創薬への貢献

東京大学
薬学系研究科・教
授・金井　求

神山　美樹 ｶﾐﾔﾏ ﾐｷ 生物系薬学
癌転移過程におけるASK1の時
空間的な役割の解析

東京大学
薬学系研究科・教
授・一條　秀憲

久保　卓也 ｸﾎﾞ ﾀｸﾔ 生物系薬学
PIPsシグナルにおけるホスファ
チジルイノシトール脂肪酸鎖の
生物学的意義の解明

東京大学
薬学系研究科・教
授・新井　洋由

嶋中　雄太 ｼﾏﾅｶ ﾕｳﾀ 医化学一般
マスト細胞の活性化を制御する
新規細胞内生理活性脂質の産
生及び作用機構の解明

東京大学
薬学系研究科・准教
授・有田　誠

三浦　友樹 ﾐｳﾗ ﾕｳｷ 神経科学一般
恐怖反応を制御する神経細胞
が持つ電気生理学的特徴

東京大学
薬学系研究科・教
授・松木　則夫

水谷　玲菜 ﾐｽﾞﾀﾆ ﾚﾅ 生物系薬学
標的RNA解析を通じた、がんに
おけるRNA結合タンパク質IMPs
の機能解析

東京大学
アイソトープ総合セン
ター・准教授・秋光
信佳

杉原　規恵 ｽｷﾞﾊﾗ ﾉﾘｴ 食生活学
動脈硬化予防において食事全
体の抗酸化物質が果たす役割
の検討

お茶の水女子
大学

人間文化創成科学
研究科・教授・近藤
和雄
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